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決算に対する各会派の意見表明平成18年度 各会派からの原稿どおり
掲載しています。決算に対する各会派の意見表明

e
橋
前
区
長
が
心
血
を
注
い
だ
最

後
の
予
算
で
あ
る
平
成
18
年
度
の
決

算
審
査
を
終
え
、
品
川
自
民
党
区
議

団
は
、
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
・
老
人
保
健
医
療
特
別
会

計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
の
各
歳
入

歳
出
決
算
を
認
定
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
決
算
は
、
全
体
と

し
て
引
き
続
き
健
全
性
を
維
持
し
た

結
果
、
形
式
・
実
質
・
単
年
度
、
い

ず
れ
も
前
年
度
に
続
き
黒
字
で
あ
り

ま
す
。
総
体
的
に
は
、
積
極
的
に
区

民
の
期
待
に
応
え
、
親
切
で
き
め
細

や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図

ら
れ
て
い
る
と
評
価
し
ま
す
。
同
時

に
教
育
改
革
も
児
童
・
生
徒
の
教
育

目
標
達
成
に
向
け
、
着
実
に
推
進
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
国
内
経
済
は
堅
調
に
回

復
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
実

感
で
き
ず
、
ね
じ
れ
国
会
や
都
区
の

あ
り
方
な
ど
、
地
方
自
治
体
の
手
腕

が
更
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
社
会
の
変
化
に
迅
速
か

つ
的
確
な
判
断
を
行
な
う
に
は
、
情

報
の
収
集
・
分
析
・
共
有
・
危
機
管

理
な
ど
、
職
員
全
体
の
意
識
改
革
等
、

組
織
強
化
を
図
り
、
区
民
の
期
待
に

応
え
る
施
策
展
開
を
強
く
要
望
し
ま

す
。
さ
ら
に
児
童
・
生
徒
の
健
全
育

成
の
た
め
に
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

や
親
育
な
ど
総
合
的
な
教
育
施
策
の

展
開
も
強
く
要
望
し
ま
す
。

最
後
に
、
我
が
会
派
が
行
政
と
車

の
両
輪
と
な
る
べ
く
真
剣
か
つ
真
摯

に
取
上
げ
た
意
見
・
提
言
を
前
向
き

に
検
討
さ
れ
、
実
現
さ
れ
る
こ
と
を

強
く
要
望
し
ま
す
。

品
川
自
民
党

区

議

団

日
本
共
産
党
は
一
般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険

の
各
決
算
の
認
定
に
反
対
し
ま
す
。

問
題
の
第
一
は
区
民
負
担
増
。
相

次
ぐ
増
税
の
な
か
国
保
料
、
介
護
保

険
料
を
値
上
げ
。
老
人
保
健
は
窓
口

負
担
増
で
受
診
者
が
減
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
は
軽
度
要
介
護
者
の
ヘ
ル

パ
ー
を
削
減
。
財
政
優
先
で
区
の
基

金
は
600
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

第
二
は
大
規
模
開
発
。
大
崎
駅
周

辺
開
発
に
昨
年
114
億
円
投
入
。
最
高

額
１
億
２
千
万
円
の
高
級
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
へ
の
税
金
投
入
は
理
解
で
き

ま
せ
ん
。
丸
井
が
撤
退
す
る
の
に
、

な
ぜ
需
要
調
査
せ
ず
Ｊ
Ｒ
広
町
ア
パ

ー
ト
地
域
の
開
発
計
画
を
す
す
め
る

の
で
し
ょ
う
か
。
特
養
老
人
ホ
ー
ム

や
区
営
住
宅
の
建
設
、
住
宅
耐
震
化

支
援
を
充
実
す
べ
き
で
す
。

第
三
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
丸

投
げ
。
学
校
給
食
調
理
代
行
を
13
校

に
導
入
し
ま
し
た
が
、
給
食
時
間
に

間
に
合
わ
な
い
事
態
や
給
食
が
ま
ず

く
な
っ
た
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
委

託
業
者
を
評
価
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
業
者
自
身
に
任
せ
る
の
は
行
政
の

責
任
放
棄
で
す
。
低
賃
金
・
不
安
定

の
民
間
委
託
を
見
直
し
、
公
務
労
働

の
均
等
待
遇
を
求
め
ま
す
。

第
四
は
、
学
校
統
廃
合
と
強
権
的

な
運
営
。
濱
野
区
長
が
学
校
規
模
適

正
化
の
検
討
を
表
明
。
教
育
長
は
学

校
の
規
模
、
配
置
な
ど
検
討
す
る
審

議
会
を
設
置
し
、
非
公
開
で
統
廃
合

計
画
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

小
規
模
校
の
統
廃
合
で
な
く
、
30
人

学
級
こ
そ
実
現
す
べ
き
で
す
。

品
川
区
議
会

公

明

党

民
主
品
川
は
、
平
成
十
八
年
度
一

般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
・

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
お
よ
び
介

護
保
険
特
別
会
計
の
各
歳
入
歳
出
決

算
の
す
べ
て
を
認
定
し
ま
す
。

わ
が
会
派
の
議
員
が
委
員
会
審
査

の
な
か
で
要
望
し
た
次
の
事
項
な
ど

に
つ
い
て
、
今
後
の
施
策
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

地
域
の
意
見
を
聞
き
区
内
全
域
の

避
難
所
の
再
点
検
、
木
造
耐
震
診
断

の
適
正
な
料
金
に
よ
る
促
進
、
駐
輪

場
を
含
む
放
置
自
転
車
対
策
な
ど
、

安
心
・
安
全
対
策
の
充
実
に
努
め
ら

れ
た
い
。

幼
保
一
体
施
設
の
促
進
、
待
機
児

対
策
と
し
て
の
認
証
保
育
所
保
護
者

補
助
金
の
検
討
、
在
宅
子
育
て
家
庭

へ
の
オ
ア
シ
ス
ル
ー
ム
・
預
か
り
保

育
事
業
の
充
実
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の

活
用
促
進
な
ど
、
子
育
て
支
援
策
の

拡
充
を
図
ら
れ
た
い
。

小
中
一
貫
校
の
整
備
な
ど
で
空
い

た
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
、
区
民
要

望
に
耳
を
か
た
む
け
る
よ
う
十
分
に

配
慮
さ
れ
た
い
。

モ
デ
ル
実
施
を
踏
ま
え
た
ご
み
収

集
方
法
全
区
統
一
の
早
期
実
現
。
サ

ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
に
あ
た

っ
て
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
資
源

化
の
拡
大
に
努
め
ら
れ
た
い
。

高
齢
者
の
在
宅
福
祉
に
従
事
す
る

ヘ
ル
パ
ー
等
の
資
質
向
上
に
努
め
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
努
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
自

立
支
援
の
た
め
、
シ
ル
バ
ー
大
学
・

健
康
塾
な
ど
の
充
実
拡
大
を
図
ら
れ

た
い
。 民

主
品
川

品
川
区
議
会
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
は
、

平
成
18
年
度
品
川
区
一
般
会
計
、
国

民
健
康
保
険
事
業
会
計
、
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会

計
の
各
歳
入
・
歳
出
決
算
を
認
定
す

る
こ
と
を
表
明
致
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
決
算
は
、
濱
野
区
長

の
も
と
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
職

員
の
努
力
も
あ
り
引
き
続
き
健
全
財

政
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
18

年
度
の
一
般
会
計
の
収
支
は
約
27
億

の
黒
字
、
そ
し
て
今
後
の
区
の
政
策

を
推
進
す
る
為
の
基
金
と
し
て
約
550

億
円
を
蓄
積
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

多
く
の
自
治
体
が
赤
字
に
陥
り
必

要
な
政
策
を
十
分
に
遂
行
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
中
、
経
営
面
で
は
特
に

高
く
評
価
で
き
ま
す
。

さ
て
、
品
川
区
民
の
生
活
実
態
を

見
据
え
ま
す
と
、
大
半
の
中
小
零
細

企
業
は
売
り
上
げ
や
利
益
が
減
少
し
、

廃
業
や
倒
産
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
大
半

の
区
民
の
可
処
分
所
得
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

定
率
減
税
の
廃
止
に
よ
る
増
税
、

健
康
保
険
等
や
年
金
負
担
の
上
昇
、

さ
ら
に
石
油
製
品
や
食
品
の
値
上
げ

に
よ
り
区
民
の
家
計
は
苦
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
負
担
は
、
企
業
や
区
民
の
努

力
だ
け
で
は
解
消
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

生
活
弱
者
に
対
し
て
は
、
も
っ
と
、

品
川
区
で
支
え
る
政
策
や
、
所
得
格

差
の
広
が
る
中
、
区
民
ど
う
し
が
支

え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
要
望
し
ま

す
。

品
川
区
議
会

無
所
属
ク
ラ
ブ

品
川
区
議
会

無
所
属
の
会

品
川
・
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

２
０
０
６
年
度
品
川
区
一
般
会
計

決
算
及
び
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
、
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
、
介

護
保
険
特
別
会
計
の
各
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
対
し
賛
成
し
ま
す
。

１
３
６
２
億
円
の
歳
入
は
前
年
比

７
・
３
％
増
で
、
特
別
区
民
税
も
同

様
に
28
億
円
増
収
。
そ
の
要
因
は
税

制
改
正
に
寄
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、

来
年
は
住
民
税
の
負
担
が
低
所
得
者

層
の
生
活
を
さ
ら
に
圧
迫
し
ま
す
。

今
議
会
で
は
、
区
民
ニ
ー
ズ
と
行

政
施
策
の
一
致
し
な
い
点
の
多
く
を

指
摘
し
ま
し
た
。
女
性
の
職
場
復
帰

に
欠
か
せ
な
い
保
育
園
入
所
で
は
、

認
証
保
育
園
の
保
育
料
補
助
を
、
ま

た
、
使
い
勝
手
の
悪
い
ガ
イ
ド
ヘ
ル

プ
は
利
用
者
の
声
を
聞
き
見
直
す
な

ど
、
今
後
の
施
策
は
人
権
尊
重
を
基

本
に
、
法
律
外
で
も
区
が
で
き
る
区

独
自
の
施
策
を
研
究
、
実
施
す
る
事

を
求
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
区
民
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
制
度
は

使
い
難
く
、
「
水
と
み
ど
り
の
構
想
」

は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
現
地
調

査
の
み
で
地
域
カ
ル
テ
が
作
成
さ
れ
、

住
民
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
、

学
校
の
統
廃
合
に
関
わ
る
適
正
規
模
・

配
置
検
討
の
『
学
事
制
度
審
議
会
』

も
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
区
に
は
、
政
策
形
成
段
階
を

市
民
に
公
表
し
、
混
乱
を
恐
れ
ず
合

意
形
成
を
は
か
る
と
い
う
意
識
改
革

と
そ
れ
を
保
障
す
る
し
く
み
を
求
め

ま
す
。
市
民
の
自
発
的
な
活
動
を
行

政
が
適
切
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
自
治
す

る
市
民
を
育
て
る
事
で
「
市
民
と
の

協
働
」
が
実
現
す
る
と
確
信
し
ま
す
。

（ （

日
本
共
産
党

品
川
区
議
団

品
川
区
議
会
公
明
党
は
平
成
18
年

度
品
川
区
一
般
会
計
、
同
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
、
同
老
人
保
健
医
療

特
別
会
計
、
同
介
護
保
険
特
別
会
計

の
各
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
認
定

を
い
た
し
ま
す
。

区
政
60
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
平

成
18
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
初
め

て
１
千
300
億
円
台
を
超
え
た
、
積
極

的
な
予
算
で
あ
り
、
わ
が
党
が
提
案

し
て
き
た
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
等

多
く
の
施
策
が
予
算
化
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

一
方
、
18
年
度
決
算
は
、
特
別
区

民
税
等
を
含
む
歳
入
総
額
は
前
年
度

比
７
・
３
％
の
増
、
ま
た
、
歳
出
総

額
は
、
所
要
人
員
の
見
直
し
、
事
務

事
業
の
効
率
的
執
行
に
努
め
、
前
年

度
比
７
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た

が
、
普
通
会
計
の
実
質
収
支
は
約
27

億
円
の
黒
字
、
経
常
収
支
比
率
は

68
・
７
％
、
人
件
費
比
率
は
20
・
５

％
、
ま
た
、
起
債
残
高
が
約
410
億
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
将
来
に
備

え
た
基
金
も
含
め
積
立
金
の
残
高
も

約
613
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
健
全
財
政
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
e
橋
前
区
政
の
質
素
倹

約
の
経
営
哲
学
を
引
き
継
ぐ
濱
野
区

政
に
お
い
て
も
、
決
算
審
議
の
過
程

で
、
わ
が
党
委
員
が
提
案
し
て
き
た
、

妊
産
婦
健
診
の
無
料
化
の
拡
大
、
防

災
行
政
無
線
の
見
直
し
、
住
宅
対
策

等
多
く
の
施
策
を
区
民
の
側
に
立
っ

て
、
区
民
の
た
め
の
施
策
と
し
て
推

進
さ
れ
る
よ
う
切
望
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

平
成
18
年
度
品
川
区
一
般
会
計
お

よ
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

賛
成
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
実
質
収
支
は
27
億

円
余
の
黒
字
、
実
質
収
支
比
率
は

３
・
２
％
、
経
常
収
支
比
率
は
68
・

７
％
、
公
債
比
率
は
４
・
８
％
、
人

件
費
比
率
は
20
・
５
％
な
ど
各
種
指

標
か
ら
健
全
財
政
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
の
日
本
経
済
の
成
長

率
は
前
年
度
比
２
・
１
％
増
と
い
う

も
の
の
区
民
に
と
っ
て
ま
だ
ま
だ
財

政
的
な
負
担
感
が
強
く
、
区
内
の
中

小
企
業
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
品
川
区

は
、
区
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
積
極
的

な
事
業
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
小
中

一
貫
校
６
校
構
想
は
じ
め
、
教
育
改

革
プ
ラ
ン
21
が
着
実
に
進
み
成
果
も

現
れ
て
き
て
い
ま
す
。
財
政
的
な
子

育
て
支
援
の
拡
大
、
耐
震
化
経
費
の

助
成
や
不
燃
化
促
進
、
密
集
住
宅
市

街
地
整
備
、
防
災
生
活
圏
促
進
な
ど

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
精
力
的

に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
決
め

ら
れ
た
制
度
の
中
で
多
様
化
す
る
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
事
業
も
進
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
利
用
料
金
等
の
研
究
も

今
後
行
っ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
発

展
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
引
き
続
き
行
財
政
改
革

を
徹
底
的
に
図
り
、
よ
り
一
層
区
民

本
位
、
区
民
参
画
の
行
政
運
営
を
推

進
し
、
積
極
的
な
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
を
要
望
し
ま
す
。


